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あっ，大きいあゆだ。早くつかまえて/� 

7月27 .28日，恒例の勝浦川あゆまつ

りが星谷橋下流河川敷で開催されました。� 

2日間で約1，600人が会場を訪れ，メイ

ン行事のあゅのつかみどりやゲームなど

を楽しみました。

炎天下でご協力いただきました勝浦川

漁協，交通安全協会ほか関係者の方々に

心からお礼申し上げます。

川の水も少なくなってチャンスだ/ ちょっ とひとイ木み

(世帯数) 2，062戸 (人口)男� 3，530人女�  3，821人計�  7，351人� (平成8年6月末日現在)⑩⑧⑨ 
(出生)男2女2計4 死亡)男2女4 計6 転入)男8 女6計14 転出)男3 女4 計7

⑨⑧ 広報かつうら 8月 号 第314号平成8年8月1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEし� (08854)2-2511 (代) FAX2-3028 
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生横

星

西

推ト 本 山 山 原� 
小� 

'口

原
田
喜
八
郎
氏
は
、
昭
和
五
十

五
年
十
二
月
に
民
生
児
童
委
員
に

委
嘱
さ
れ
て
以
来
十
八
年
間
、
社

会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
に
対
し
、
こ
の
た
び
厚
生
大
臣

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

原
聖子

田

喜
八
郎
氏

お
い
て
、
郡
同
和
か
る
た
取
り
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
郡
内
小
中
学
校

の
代
表
者
十
六
名
で
熱
戦
が
展
開
さ

れ
、
四
名
が
郡
代
表
と
し
て
七
月
三

十
日
に
同
対
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る

県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

六
月
二
十
六
日
、
坂
本
集
会
所
に

伊
丹
敏
雄
横
瀬
小
学
校
六
年 

中
学
校
男
子

山
口
和
洋

中
学
校
女
子

上
崎
裕
子

V V
小
学
校
下
学
年

小
学
校
上
学
年

中
西
景
子
横
瀬
小
学
校
三
年 

勝
浦
中
学
校

一
年

勝
浦
中
学
校
三
年 

第� 3回徳島県スポーツ・

レクリェJーショ1ン祭
(ソフトボール)

勝浦町予選

-社年の部 リパース -家庭婦人の部

-実年の部 清流クラブ 生比奈クラブ� 

-成年の部 球友クラブ

球
友
ク
ラ
ブ

く
い
だ
お
れ

横
瀬
ク
ラ
ブ

厚
生
大
臣
表
彰
受
賞
さ
れ
る


第
三
回
徳
島
県
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

雪

祭

(ソ

フ
ト
ボ
ー
ル 
)
勝 

-

浦
町
予
選
が
、
六
月
十
七

日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の

七
日
間
、
勝
浦
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た。
決
勝
は
、
球
友
ク
ラ
ブ

と
坂
本
の
対
戦
と
な
り
球

友
ク
ラ
ブ
が
熱
戦
の
末
、

優
勝
し
ま
し
た
。

八
月
下
旬
に
郡
予
選
が

勝
浦
町
で
行
わ
れ
ま
す
。

球
友
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

A、山 士反 中 7 石

回
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次のとおり職員採用試験を実施しますので，

希望の方は申込み用紙を町役場総務課へ請求し，町職員採用試験
提出してください。(試験案内の詳細について

は，総務課で8月� 1日から交付します)

r-¥ 

参

事� 

事� 

係 産

総

f¥  

O O

二 

試験区分 受験資格
採 用

予定人員
試 験 日 試験地 申込み受付期間

看護婦

昭和26年4月� 2日以降に

生まれた者で看護婦(準看

護婦)資格を有する者又は� 

平成� 9年 5月31日までに当� 

該資格を取得する見込の者� 

2 名
平成� 8年

9月22日� (日)

徳島県立

城南高等

半校

平成� 8年8月� l日から平

成� 8年8月16日までの執務

日の午前� 8時30分から午後

5時(土曜日，日曜日は除く 。)� 

~ 9月いっぱい(工事の進捗状況� O 

1す)給食を休止させていただく 長業�  事� 

i 病原性大腸菌� rO-1 57.!に� 

1よる集団食中毒が全国各地で発� 

E生し，死者及び入院中の重症者� 

1がみられ，二次感染も発生して

目 いる状況であります。国県から� 

Hの食中毒防止の通達並びに保健

{所からの指導等もあり検討を重� 

H ねた結果，子どもの命を大切に� 

tすることから，給食センター改� 

1築基礎工事が完了する見込みの� 

1により若干延びることもありま� 

』ことになりました。� 

1 大変ご迷惑をおかけいたしま� 

iすが，諸搬の事情をご賢察のう� 

iえご協力をよろしくお願いいた� 

tします。

住
民
福
祉
課

主

幹

福

徳

ヤ

ス

エ 

学校給食の

一時休止について� 

課

長

補

佐

松

田

常

男

建

設

課

(産
業
課
課
長
補
佐
)

課

長

補

佐

玉

置

守

課

長

補

佐

前

田

晃

司 

O

七
月

一
日
付
で
、
次
の
と
お
り
職

員
の
人
事
異
動
等
が
あ
り
ま
し
た
。 

(

)

内
は
旧
任
で
す
。

O O

主

係

山� 

主

O

事

河

野

精

(同

係

長

)

小

林

清

美

(
同
主
事
補
)

環
境
衛
生
課

O
主

事

坪

井

泰

博 

(勝
浦
病
院
主
事
)

北

峰

伸

治 

(勝
浦
病
院
事
務
局
長
兼
務
) 

ガ

岡

木

町ぜ
古
川
'

-ヨ

4

幹

尾

原

美

恵

子

t

"


主 

(同
和
対
策
課
課
長
補
佐
) 

同
和
対
策
課

係

長

柳

津

裕

之
(建
設
課
係
長
) 

企
画
開
発
課

主

事

笹

山

芳

宏

(税
務
保
険
課
主
事
)

(企
画
開
発
課
課
長
補
佐
)

課

長

補

佐

倉

坪

泰

幸 

主
事
補

(環
境
衛
生
諜
課
長
補
佐
)

長

岩

佐

誠

明

保
健
婦

(新
規
採
用
)

下

澄

世 

係

長

O
勝
浦
病
院

(
住
民
福
祉
課
係
長 
)

石

木

正

昭 

(新
規
採
用
)

税
務
保
険
課

(環
境
衛
生
課
主
事
)

課

長

補

佐

島

恵

次

理
学
療
法
土

(
教
育
委
員
会
次
長
)

中

瀬

弘

暗

(同

主

事

補 
)

附
木

ム王

宮

浦

富

雄

(税
務
保
険
諜
係
長
)

O
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員

。
教
育
委
員
会

主

幹

山

(同

課

長

補

佐

)

課

長

補

佐

秋

本

恵

美

子

(総
務
課
課
長
補
佐
) 

調

理

員

中

谷

添

美

津

子

(
住
民
福
祉
課
係
長 
)

清

由

美

和

宮

(新
規
採
用
)

下

朝

子

(新
規
採
用 
)

平

志

信

(総
務
課
主
幹 
) 

実
千
枝 

(新
規
採
用
)

回
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P4会� 

役職

会長

会長代理

委員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

地 区

横瀬

今山

石原

沼江

掛谷

山 西

黒岩

中 角

星谷

氏 名

ノEコ、 敏 治 �  

今岡重 幸� 

中 村 喜代治� 

八木 力� 

斎藤選嘉�  

松本博志�  

谷脇隆雄�  

久 保 登� 

森内 智� 

電話番号

2 -2115 

2-3463 

2 -3355 

2 -3607 

2-3232 

2 -3815 

2 -3095 

2 -3279 

2 -3583 

役職

委 員

委員

委員

委 員

委 員

委員

委 員

委 員

委 員� 

士也 区

生名

生名

久国

棚 野

中 山

中 山

与川内

坂 本

坂本

氏 名

樋本 一 雄� 

出 葉 和夫�  

高岡正之�  

谷 永 美� 

定作和明�  

谷 尻 亨� 

森川福市�  

福良充生�  

中西昭文�  

電話番号

2 -3253 

2-3679 

2 -2322 

2 -3413 

2 -2956 

2 -2635 

2 -3550 

2-3512 

2 -4077 

¥J  

-申請書を提出される方・

農業委員会では，適正な所有権の移転や転用の制限等，

審議決定 を敏速・確実に行う ため，地元農業委員 に現地

の状況， その他の ことを事前に調査 していた だき総会の

席上で説明願 うようにして ありますので，農業委員会に

提 出される 申請内容 は地元農業委員にご説明願 います。

農業委員会は


こんな仕事を


しています


農家に関係する法律や税金，金融，

相続，経営などについての相談役� 

農業委員会総会は

毎月� 1回� 

-25日前後に開会一

農業委員会に提出する書類は，

毎月� 15日に締め切ります。

農地の移動・転用・その他の届

出は，期限内に ご提出ください。� 

回

MUS04
テキストボックス
新しい農業委員さん決まる　3年間よろしくお願いいたします

MUS04
テキストボックス
農業委員会はこんな仕事をしています
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農業集落排水事業の宅内配管工事に当たつての注意事項

設計に当たって排水管の管径と勾配の設計は「下水道排水設備指針と解説J(社団法人日本下水道協会)に準じて決定します。

限界流速

管内流速は管内の掃流力を考慮して 0 . 6~ 1. 5m /秒


の範囲とします。� 

2 管種

一般に宅地内では，排水管として下水道用硬質塩化

ビ、ニル管� (VU管)を使用します。� 

3 VU継手

継手類は接続した場合，管の内面に段差のな� pVU
継手を使用してください。� 

4 土被り

宅地内での土被りは，� 20cm以上を標準とします。

なお，振動，荷重等を考慮して，必要がある場合に

は防護工を施してください。� 

5 トラップ

悪臭防止のためには器具トラ ップの設置を原則とし

ますが，以下の場合はトラ ップ付インパートマスを設

置してください。� 

(1) 器具トラップが設置できない場合� 

(2) トラ� yプ取付け工事が技術的に困難な場合

注) トラップ付インパートマスは，� 2重トラップに


ならないように注意してください。(図 1) 


流し台
図� 1

f¥  

O 

f¥γ  

密閉された空気圧が

排水の流れを妨げますo 

j主) トラ ップイ寸イ ンノ〈ートマスにはトイレの封ド水を

接続しないでください。� 

6 ふた� 

(1) 宅地内に設置する排水マスには硬質塩化ピ、ニル製

の掃除口を使用してください。� 

(2) 宅地内で車輔等の荷重がかかる箇所には，掃除口

の外周をコンクリー卜等で保護してください。� 

7 通気管

通気管は，以下のことを目的として施工します。� 

(1) 排水管内の排水の流れを円滑にする。� 

(2) サイフォン作用および背圧からトラ ッフ。の封水を

保護する。� 

(3) 	 排水管内に新鮮な空気を流通させて排水管路内の

換気を行う 。

特に� 1階と� 2階のトイレを接続する場合は，封水破

壊の恐れがありますので¥有効な通気方式で通気管を

設けてください。� 

(1) 	 トイレ排水との接続にはVU100ノfイプおよび大曲


りエ jレボVULL100をお使いくださし)� (図 2) 
0 

※VU75パイプをを使用しますと封水を破壊する可能

性があります。� (VU75を使用する場合通気管を設

けてください)� 

(2) 1階と� 2階のトイレを連結する場合は，接続配管の


サイズの違いで以下の方法で配管くださ� Po (図 3) 


VU75使用時 → 通気管を設ける� 

VU100使用時→通気管を設ける必要なし� 

※75サイズで通気管を設けない場合，封水破壊の発

生する恐れがあります。� 

(3) 枝管の接続はVU100の横配管に接続ください。

※配管がVU75の場合，またVU100の縦配管接続で


は，封水破壊が起こる恐れがあります。 (図 4) 


図4 

-お問い合せ先 勝浦町役場環境衛生課� 

TEL 2 -2511 FAX 2 -3028 


国
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8月あき缶回収日程表
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8月14日.......16日
 

¥ノ

「
え
ふ
」
を
組
大
ご
み
に
く
く
り

付
け
て
く
だ
さ
い
。
原
則
と
し
て
一

戸
に
三
個
程
度
と
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
第

粗
大
ご
み
回
収

⑧⑨θ⑧⑧⑨⑥⑧⑩⑧ 

V 一

日
曜
日
を
町
の
全
町
一
斉
清
掃
日

と
定
め
、
住
民
の
み
な
さ
ま
に
は
環

な
お
。
時
間
は
必
ず
守

っ
て
く
だ

境
衛
生
の
保
全
、
環
境
美
化
の
向
上

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

八
月
に
お
い
て
も
八
月
四
日
間
に

旧
横
瀬
地
区
対
象

全
町
一
斉
清
掃
日
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
区
長
さ
ん
や
保
健
部
長
さ
ん
の

指
示
に
従

っ
て
、
各
地
の
事
情
に
あ

っ
た
方
法
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
�
 

・
日
時
平
成
八
年
八
月
四
日
間

午
前
八
時
か
ら
午
前
十
一

時
ま
で
�
 

-
場
所
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

旧
横
瀬
地
区
を
対
象
に
家
庭
か
ら

出
る
粗
大
ご
み
の
回
収
を
試
験
的
に

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
日
時
及
、
び
場

所
を
厳
守
の
う
え
出
し
て
く
だ
さ
い

料
金
は
、
組
大
ゴ
ミ

一
個
に
つ
き

五
十
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
�
 

回収日 地 区 土易 所

第

月

曜

日

(5日)

石原

沼江�  

掛谷

山西�  

中 角

イシ

桜 建 苦ロ凡υぇ 事 務 所

Y召� j工 集� dzkz 所

控ト 一一Eコ 集� JZKZ 所 同リ

J A生樹比試奈験支場所上保り冷口庫)前
(果

農 キす 婦 人 の 家� 

馬越ゴミフェンス横

第
一
月
曜
日

(12日)

今山

黒岩

星谷

中 山� 

今山橋北詰ゴミフェンス横

運動 場 入 口 ( 小 屋 の 横 )

川口幸ー さん宅の貯蔵庫前

t南 防 舌ロ士口 所 横� 

第

一
月

曜

日

(19日)

生名
。

久国

棚里子
。

ぞ〉

東 林 庵

島豆腐屋 さ ん前

久 国 集 4，; 所 裏

河� JII敷ゲートボール場横

パチンコ庖前道路南側�  

大 井 堰 石率 の 前

第

四

月

曜

日

(26日)

横瀬

イシ

ペシ

。
。

与川内

坂本

。� 

前� JlI 集� izkz 所

勝浦郡農協本所

広瀬清 さ ん宅東

小倉新平さん宅前 三叉路

!日 農 ↑品 跡、 地

勝浦郡農協与 川 内出張所�  

勝浦郡農協坂本事業所横

t自 防 圭口士口 所 横� 

裏
駐
車
場

〈注
意
事
項
〉

雨
天
の
場
合
は
、
日
時
を
変
更
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
次
の
粗
大
ゴ

ミ
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
(
産
業
廃

棄
物
、
事
業
系
廃
棄
物
、
爆
発
性

・

毒
性

・
感
染
性
の
あ
る
廃
棄
物
な
ど
)

な
お
、
不
燃
物
処
理
場
へ
の
持
込
み

は
従
来
ど
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

お盆のごみ収集業務休業
 

八
月
十
四
日
附
か
ら

十
六
日
働
は
お
盆
の
た

め
、
ご
み
収
集
業
務
を

休
業
い
た
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

み
を
出
さ
な
い
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
休
業
日
前
後

は
、
ご
み
が
集
中
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

各
家
庭
で
計
画
を
立
て

ご
み
収
集
業
務
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

美しく住みよい町づくり
 

交通事故相談日 不用?との引き取り日

日時 8月26日(月)� 

犬の放し飼いはdγ423 午前10時から午後� 4時まで 


反軍莞乏守 (受付時間午後 3時まで)
 やめましょう。� 

dfifllll~古ピヲ場所 小松島中央会館 8月7日(水)
ぞ=ニ/司~ 相談員 相 田 伸 夫

8月21日(水)※お気軽にご相談ください。

固

MUS04
テキストボックス
捨てるゴミでも生かせば資源　8月あき缶回収日程表

MUS04
テキストボックス
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私
は
中
学
校
の
正
課
ク
ラ
ブ
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
し
た
。

な
ぜ
こ
の
ク
ラ
ブ
を
選
ん
だ
か
と
い

う
と
、
小
学
校
の
時
に
有
誠
固
な
ど

で
た
く
さ
ん
の
体
の
不
自
由
な
人
と

レ}


出
会

っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
か
ら

で
す
。

小
学
校
生
活
も
終
る
と
い
う
頃
、

学
校
で
有
誠
園
に
行
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
先
生
に

「
行
け
る
な
ら
行

っ
て
み
た
い
と
思

う
人
」

と
聞
か
れ
て
私
は
迷
わ
ず
に
手
を
挙

げ
ま
し
た
。
初
め
は
、
た
だ
ど
ん
な

所
か
と
い
う
興
味
の
気
持
ち
だ
け
で

待
ち
遠
し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
ま
で

は
体
の
不
自
由
な
人
を
見
か
け
る
と

ど
こ
か
違

っ
た
目
で
見
た
り
、
困

っ

て
い
て
も
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い

ま
し
た
。
け
れ
ど
、
実
際
に
行

っ
て

気
持
ち
が
変
わ
り
始
め
ま
し
た
。
車

い
す
を
初
め
て
体
験
し
て
動
か
す
の

に
苦
労
し
ま
し
た
。
健
康
な
私
が
動

か
す
の
に
苦
労
し
た
の
だ
か
ら
有
誠

園
の
人
た
ち
は
、
私
の
伺
倍
も
た
い

へ
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
だ

ん
だ
ん
帰
る
時
聞
が
近
づ
く
に
つ
れ

て
気
持
ち
が
も

っ
と
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
最
後
の
有
誠
園
の
障
害
を
も

っ
人
の
ふ
め
い
さ
つ
で
今
ま
で
の
自
分

に
は

っ
と
し
た
か
ら
で
す
。
手
が
ふ

る
え
、
声
も
か
す
れ
た
り
ふ
る
え
た

り
し
て
い
る
け
れ
ど
つ
ま
り
な
が
ら

も

一
生
懸
命
に
、
自
分
た
ち
の
気
持

ち
を
話
し
て
く
れ
ま
す
。
途
中
で
な

み
だ
が
に
じ
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
誠
実
な
人
た
ち
を
差
別
の
目
で

見
て
い
た
自
分
が
、
は
ず
か
し
く
な

り
ま
し
た
。
困

っ
て
い
る
人
が
い
て

も
見
て
見
ぬ
ふ
り
、
ち
ょ
っ

と
違

っ

た
人
を
見
か
け
る
と
他
の
人
と
は
違

っ
た
感
じ
で
見
て
い
た
私
。
外
見
だ

け
で
区
別
し
て
い
た
の
で
す
。
同
じ

人
間
な
の
に
私
は
と
ん
で
も
な
い
こ

と
を
し
て
い
ま
し
た
。
有
誠
園
で
の

経
験
は
私
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
を

気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
も
し
も

こ
の
体
験
が
な
け
れ
ば
き

っ
と
今
も
、

こ
れ
か
ら
も
差
別
の
目
で
見
て
し
ま

う
で
し
ょ
う
。

私
は
こ
の
人
た
ち
に
会

っ
て
新
し

い
自
分
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
も
う
困
っ
て

い
る
人
を
見
て
も
見
ぬ
ふ
り
を
し
た

り
、
違

っ
た
目
で
見
た
り
、
他
人
と

は
違
う
感
じ
を
持
っ
た
り
は
ぜ

っ
た

い
に
し
な
い
、
今
ま
で
私
が
し
て
き

た
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
十
分
に
反

省
し
そ
の
反
省
を
い
か
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

私
に
は
今
で
き
る
こ
と
、
今
に
し

か
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
今
ま
で
差
別
の
目
で
見
て
き
た

人
の
方
が
私
よ
り
も
よ

っ
ぽ
ど
価
値 

の
あ
る
人
間
な
の
か
も
し
れ
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
自
分
か
ら
進
ん
で
動

か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
今
の
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
思
い
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ク
ラ
ブ
に
入
る
こ
と
を
決
め
た
の

で
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
を
通
し
て

少
し
ず
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
さ

せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
手
話
も
少

し
習
い
ま
し
た
。
手
話
は
、
相
手
に

分
か

っ
て
も
ら
い
や
す
く
伝
え
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
た
だ
形
を
伝
え

る
の
で
は
な
く
、
手
話
を
伝
え
る
と

同
時
に
心
も
伝
え
な
く
て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
声
も
使
わ
ず
に
相

手
と
し
ゃ

べ
る
こ
と
は
、
と
て
も
難

し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
音
の
な

い
世
界
で
ず

っ
と
生
活
し
て
い
る
人

た
ち
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
声
の
出

せ
る
大
切
さ

・
耳
の
聞
こ
え
る
大
切

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
目
を
か
く
し
て
歩
い
て
み
ま

し
た
。
こ
わ
く
て
歩
く
こ
と
が
な
か

な
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
目
の
見

え
る
こ
と
の
幸
せ
も
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
何
げ
な
く
生

活
し
て
き
て
、
目
の
見
え
る
こ
と
も

耳
の
聞
こ
え
る
こ
と
も
当
た
り
前
の

よ
う
に
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
体
験
を
し
て
、
目
の
見

え
な
い
人
や
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
の

気
持
ち
を
少
し
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

私
の
母
の
友
達
は
耳
が
不
自
由
な

た
め
手
話
を
使

っ
て
い
ま
す
。
母
は

友
達
に
、

「
下
手
だ
ね
」

と
言
わ
れ
た
け
れ
ど
、
そ
の
人
と
話

し
が
し
た
く
て
手
話
を
習
い
始
め
た

こ
と
で
気
持
ち
が
通
じ
合

っ
た
こ
と

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
相
手

の
気
持
ち
を
分
か
ろ
う
と
す
れ
ば
き

っ
と
相
手
も
分
か
っ
て
く
れ
る
と
い

う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
障
害
を
も
っ
人
や
お

年
寄
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会

う
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
に
は
、
積
極

的
に
お
手
伝
い
を
し
た
り
お
話
を
し

た
り
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
体
の
不

自
由
な
人
や
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ

る
よ
う
に
す
る
に
は
、
私
た
ち

一
人

ひ
と
り
が
差
別
を
な
く
す
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
手
を
差
し
出
す
こ

と
は
と
て
も
難
し
い
け
れ
ど
勇
気
を

出
し
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
そ
し

て
今
、
私
に
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ

や
っ
て
い

く
こ
と
に
よ

っ
て
、
偏
見

や
差
別
の
な
い
、
み
ん
な
の
笑
顔
が

輝
く
社
会
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

(全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
徳
島
県
大
会
作
品
集
か
ら
)

回
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図
書
寄
贈

秋

成

明

雄

様

瀧

花

順

子

様

松

下

茂

子

様

中

野

吉

美

様

岡

本

重

男

様

山

丸

義

明

様

井

上

八

美

様

北

野

裕

子

様

杉
生
ウ
タ
エ
様

小

西

義

雄

様

-R-R
-
資
料
寄
贈

女
古
書 

飯
盆
・
水
筒

女
小
学
読
本

版
木

・
巻
物

-
木
彫
り
寄
贈

図
書
か
ん

ヘ
行
っ

て

三
年

松

村

香

菜

六
月
十
七
日
、
社
会
科
の
勉
強
で
町

EE 


書


わ
た

図


5
日 

ハノ
ハ】

丹

、 

EF

-R -Rn
U
I
n
u
-
-

lu
r
p 口

日

の
図
書
か
ん
に
行
き
ま
し
た
。
図
書
か

ん
に
は
、
本
が
三
万
さ

つ
も
あ
り
、
ビ

デ
オ
が
千
二
百
本
も
あ
る
ん
で
す
。
町

の
人
が
し

っ
か
り
勉
強
し
て
く
れ
る
よ

う
に
、
住
み
よ
い
町
の
た
め
に
で
き
た

図
書
か
ん
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
た
く

さ
ん
り
ょ
う
し
て
く
れ
る
と
、
図
書
か

ん
の
人
も
う
れ
し
い
そ
う
で
す
。

館見学 


し
は
、
図
書
か
ん
で
は
、
あ
ば
れ
た
り
、


き
ま
り
を
や
ぶ
っ
た
り
し
な
い
で
、
き


ち
ん
と

つ
か
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と


思
い
ま
し
た
。
き
ょ
う
土
し
り
ょ
う
室


も
み
ん
な
が
む
か
し
の
こ
と
を
知

っ
て


く
れ
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か
な
と
思


っ
た
り
、
む
か
し
の
人
の
く
ら
し
方
が

わ
か
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か
な
と
思

っ
た
り
し
ま
し
た
。
し
ち
ょ
う
か
く
室

は
、
会
を
し
た
り
、
え
い
が
会
を
し
た 

六
月
十
八
日
、
横
瀬
小
学
校
三
年

生
三
十
八
名
が
教
頭
先
生
他
二
名
の

先
生
方
の
引
率
で
来
館
。
給
食
時
間

ま
で
に
帰
校
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

限
ら
れ
た
時
間
内
で
図
書
館
を
見
学
。

自
分
で
図
書
や
ビ
デ
オ
を
借
り
て
意

気
揚
々
と
引
き
あ
げ
て
い

っ
た。

紙
面
の
関
係
で
そ
の
時
の

一
部
を

掲
載
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

ご
寄
贈
あ
り
が
と
う


ご
ざ
い
ま
し
た


町
内
外
有
志
の
方
か
ら
た
く
さ
ん

の
図
書

・
資
料
・
木
彫
り
の
ご
寄
贈

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
芳
名
を
披

露
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

り
し
て
く
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
作
ら
れ
た
図

書
か
ん
、
こ
れ
か
ら
も
り
ょ
う
し
て
い

き
た
い
で
す
。

図
書
か
ん
を
見
学
し
て

三
年

中

西

景

子

わ
た
し
は
、
今
日
、
図
書
か
ん
へ
行

っ
て
図
書
か
ん
の
く
わ
し
い
こ
と
が
と

て
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
、

と
き
ど
き
弟
と
お
姉
さ
ん
と
行
っ
て、

あ
ば
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
今
度
か
ら
は
あ
ば
れ
な
い
よ
う

に
、
し
ず
か
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
図
書
か
ん
で
は
、
へ

や
が
三
つ
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

一
つ
は
、
き
ょ
う
土
し
り
ょ
う
室
と
い

っ
て
、
か

つ
う
ら
町
の
古
い
物
を
お
い

で
あ
る
所
で
す
。
そ
し
て
も
う

一
つ
は
、

し
ち
ょ
う
か
く
室
と
い

っ
て
会
ぎ
を
し

た
り
、
え
い
画
を
見
た
り
で
き
る
所
で

す
。
さ
い
後
は
み
ん
な
が
本
を
読
む
図

書
室
で
す
。
そ
れ
と
本
は
、
な
ん
と
三

万
さ
つ
も
あ
る
の
で
す
。
と
っ
て
も
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
し
か
も
ビ
デ
オ
だ

っ
て
千
二
百
本
も
あ
る
ん
で
す
。
今
ま

で
よ
く
、
こ
こ
に
遊
び
に
来
て
い
た
け

ど
、
こ
ん
な
す
ご
い
と
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
見
学
し
て
知
ら
な
い
こ
と
が

わ
か

つ
て
よ
か

っ
た
で
す
。

図
書
館
二
階

まじた。是非この機会をお見逃しな

行
事
と
休
館
日 

化
石
展 

図
書
館
二
階 

受
賞
文
芸
作
品
展
示
会

女
映
画
会

今
月
は
中
止
し
ま
す
。

女
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

7
日 

-n目

安
休
館
日

5
日
・
ロ
日
・
凶
日

・初
日
・
出
日

(
平
成
七
年
七
月
十
五
日
か
ら

平
成
八
年
七
月
十
四
日
ま
で
)

山北高敏
川山橋鎌 島 西 斉 霞 笹 玉 新尾相鈴

谷藤本山置居山原江
正正謙
幸章雄次
様様様様

¥J 

・

炉

全

な

汗S
で

出


巨
大
オ

第3回勝浦町化石展

員L ;~U 

今年も化石同好会のご厚ぎにより化

石展を開催する運びとなりました。勝

浦町立川地区は恐竜の化石を始め，ア

ンモナイト，オーム貝などその種類に

おいてもまだまだ未知のもので無尽蔵の

宝庫とされています。出品数は� 400 ~ 

500点の予定です。

古代の神秘に触れてみませんか。� 

県内外受賞文芸
作品展のお知らせ

20日-30固まで

図書館2階視聴覚室

大出品内容

俳句，短歌，川柳， 近代詩，写真，� 

絵画， 書道

毎年，宮中で行なわれている新年歌会

に選ばれた木下さん(故人)の短歌を

始めとして県内外で受賞された勝浦町

在住の作品を一堂に集めることになり

くご来場をお待ちしています。� 

全
階
様

利
輿
様

常
子
様

贋
子
様

雅
代
様

芳
宏
様

初
枝
様

重
子
様

正
様

恵
次
様

6日--17日

図書館2階視聴覚室

¥J 
土

た
し

女
阿

波

踊

り

木

彫

り

岡

清

美

様

(山
口
県
在
住
)

国
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俳

句

夏
霧
や
碑
の
立
つ
峠
村
境

合
歓
の
花
な
か
な
か
暮
れ
ぬ
寺
の
屋

根

坂

本

美

馬

直

枝

藍
皿
に
ど
ん
と
盛
ら
れ
し
初
鰹

芋
苗
を
挿
し
て
ほ
ど
よ
く
五
月
雨
る

る

坂

本

池

谷

武

久

愛
犬
の
憂
げ
な
眼
や
五
月
雨
る
る

初
鰹
捌
く
男
も
海
の
色

坂

本

仙

才

清

初
鰹
帰
省
土
産
に
提
げ
て
く
る

未
帰
還
機
思
う
知
覧
に
初
燕

坂

本

新

居

雄

彦

五
月
雨
の
足
音
き
き
っ
朝
寝
か
な

姦
し
く
別
姓
談
義
花
し
よ
う
ぶ

坂

本

新

居

和

初
鰹
届
き
て
友
の
無
事
を
知
る

花
菖
蒲
池

一
面
に
美
を
競
う

坂

本

椋

弁

輝

子

し
と
ど
降
る
雨
に
艶
ま
す
花
菖
蒲

過
疎
な
り
し
村
を
包
み
て
五
月
雨
る

る

坂

本

大

亀

恵

一

義
経
の
上
陸
の
碑
や
青
田
風

燕
来
る
白
い
灯
台
す
れ
す
れ
に

坂

本

新

居

晋

花
嫁
に
活
け
ら
れ
今
朝
の
花
菖
蒲 

-ZE貫
生 歌� :f
横� 

俳み
j頼� 句ち

一

f¥ 

f¥  

ft2 -2591 

五
月
間
や
医
に
行
く
時
は
紅
さ
さ
ず

坂

本

日

浦

幸

子

老
鴬
に
励
ま
さ
れ
つ
つ
来
た
札
所

三
渓

中

山

い

く

子

大
銀
杏
並
ぶ
石
仏
に
青
葉
か
げ

初
鮎
を
食
べ
て
今
年
の
梅
雨
に
入
る

横

瀬

呑

口

精

一
郎

音
の
良
き
ふ
ぐ
の
風
鈴
旅
に
買
ふ

尾
根
を
行
く
思
い
お
も
い
の
夏
帽
子

横

瀬

日

下

智

世

子

春
雨
や
蜂
の
巣
偉
う
雨
の
も
り

松
杉
の
脂
流
れ
た
り
夏
の
山

棚

野

谷

新

太

郎

水
田
に
い
つ
ま
で
や
る
か
肥
を
ま
く

電
話
口
う
ぐ
い
す
声
も
交
り
聞
く

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

豊
祈
る
神
社
に
早
苗
清
め
あ
り

鹿
背
山
の
雄
姿
ど
っ
か
と
梅
雨
晴
る

る

生

名

滝

口

松

月

後
の
群
舞
せ
し
里
今
い
づ
こ

逝
き
し
子
え
新
た
な
追
募
盆
灯
龍

生

名

倉

橋

テ

ル

風
鈴
や
夜
風
に
揺
れ
て
夏
の
宵

夏
の
潮
波
に
漂
う
舟
止
り

生

名

小

西

典

子

一
願
に
来
て
鶴
山
の
霧
に
遇
う

み
ち
の
く
の
風
鈴
阿
波
の
風
に
鳴
る

生

名

丸

山

香

月

純
粋
の
幼
な
児
が
書
く
七
夕
や

他
人
の
詩
に
胸
を
打
た
れ
し
小
暑
の

夜

や

中

角

岡

本

は

つ

え

雑
草
の
中
の
白
百
合
手
折
り
た
し

青
田
風
寝
た
き
り
の
窓
明
け
は
な
し

掛

谷

駒

津

光

洋

短
歌

一
人

一
首
二

川
柳

一
人
一
旬
一

一
あ

て

先

中

角

豊

田

明

一

俳
句

一
人
二
句

一
締
切
り
い
づ
れ
も
八
月
二
十
日

鮎
解
禁
自
称
名
人
夫
偲
ぶ

月
影
の
砕
け
青
田
を
風
渡
る

掛

谷

斉

藤

重

子

風
蘭
の
つ
ぼ
み
の
白
く
う
さ
、
ぎ
め
く

ま
い
ま
い
の
足
音
の
ご
と
波
の
立
つ

生

名

石

田

白

萩

※
こ
の
俳
句
欄
は
競
詠
で
な
い
の
で

順
位
や
優
劣
を
つ
け
た
り
、
ま
た
添

削
等
は
し
ま
せ
ん
。
俳
句
で
は
歴
史

的
仮
名
遣
い

・
現
代
仮
名
遣
い
、
ま

た
文
語
体

・
口
語
体
何
れ
で
も
よ
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
句
の
中

に
こ
れ
ら
の
混
用
は
し
な
い
よ
う
注

意
が
必
要
で
す
。
(
係 
)

-
次
回
作
品
募
集

八
月
五
日
締
切
り
短
歌

一
人

一
首

九
月
五
日
締
切
り
川
柳

一
人
二
句

あ

て

先

横

瀬

中

田

マ

ス

エ

中
田
ヤ
ス
エ

JlI 
柳
募
集

勝浦中官会めぐ子供たちと教fIiIi~反 

⑨⑧⑧⑧⑨⑧⑩⑨⑨ 
~8 月 5 日(月)- 8自体) 徳島四電プラザ4

(徳島市寺島本町東 2丁目29) 

夏休み中の 8 月 5 日(月)~8 日(札徳島四電プ
ので，できるだけ多くの皆さんの作品を展示した

ラザにおいて，勝浦中学校初めての作品展「と
いと思い ます。一人一点でも出品してくださし」� 

きめく子供たちと教師」展~サブテーマ「山な

みに幸せもとめてJ ~を開くことになりました。 -習字(半紙，条幅，色紙など)

みなさんが今まで作ってきたいろいろな作品を ・美術作品(写生画，版画，イラスト， 切り絵など)� 

展示して，たくさんの人たちに見てもらい，私 .手芸作品(縫いぐるみ，クッション，編み物など)

たちの学校生活を少しでも紹介することができ
・技術作品(工芸品，発明品など)

ればと思います。主に美術作品，習字を中心に
・科学作品(自由研究など)

幅広く募集いたします。めったにない機会です� (お問合せ先)勝浦中学校

rn 
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四

8月の保健行事� お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

日 日程 内 ，谷~ 
受付時間 場 所 女サ 象 者

持参するもの

など

木 総 メ口3、 健 康 圭p~ゐ， 査� 8 : 00~ 10:30 生名センター 満� 40歳以上 の住民 健 康手帳�  

2 金� 1歳� 6か 月 児 健 康 診査�  13 : 30~14 : 00 勝浦病院�  
H 6 .12. 1 ~H 7 . 2 .28 
までに生まれた子

呈ロ問 ノ人' 票
母子健康手帳

4 日 婦人検診(子宮，乳腺，甲状腺)� 12:30~14: 00 
農村環境改善

センター
満� 30歳以上の女性

料金� 

ー・子宮� 500円
乳腺.甲状腺 ..350円� 

8 木 三ロ総 三口入 健 康 d4pト， 』ア呈k 8 :OO~ 10:30 横瀬集会所 満� 40歳以上の住民 健 康手帳

17 土 婦人検診(子宮，乳腺，甲状腺)� 12:30~14:00 農村婦人の家 満� 30歳以上の女性
料金� 

子宮;・500円
乳腺，甲状腺� 350円� 

19 月 ，心 の 健 康 中目 百炎� l3:30~14 :00 
農村環境改善

センター
自生 住 民

22 木 、〉ぷ口 健 康� SロノCト 査� 8 :00~ 10:30 農村婦人の家 満� 40歳 以上の住民 健 康手帳

離 手L 食 講 習� d云b、� l3:30~14:00 
農村環境改善� 

センター

H 7 .10. 1 ~H 8 . 6 .30 

までに生まれた子
母子健康手帳23 金

手L 児 健 康 主o:..:::::ゐ' 主フk主� 14:00~ 14:30 

28 水 健 康 中目 言炎� 10:00~ 1l :30 勝浦会館 自主 住 民 健 康手帳�  

29 
」� 

木 、〉ぷロ 健 康 孟ロク~ 査� 8 :00~10:30 坂本集会所 満� 40歳以上の住民 健 康手帳

¥.../ 

四
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
年

に
一
回
は
定
期
的
に
健
診

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
勝
浦
町

で
は
健
診
事
業
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の

健
康
は
自
分
自
身
で
守
ろ

う
と
い
う
心
構
え
で
必
ず

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

地域で手軽に 「心の健康相談」のご案内

こんなことは，ありませんか?
受診できる

総合健康診査

.ささいなこ とにイライラする， なんでも

ないことに腹がたつ。

・訳もなく不安な気持ちになる，取り越し

苦労をすることが多い。

・まわりの人がわずらわしいと感じる，寝

付きがわるい， ぐっすり眠れない。

・物忘れがひどい， アルコ ールを飲み過 ぎ

るなど。

身近な場所での健康相談です。

できる だけ， ご予約のうえ，お気軽にご相

談ください。

・日時平成 8年8月19日(月) 

13:30~14:00受付

-場所 勝浦町農村環境改善セ ンタ一

・担当医 徳島大学医学部附属病院

精神神経科 中西一也先生

料
金
は
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
、
町
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
及
び
満
七
十
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
。
受
付

時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

(注
意 
)

胃
検
診
、
基
本
健
康
診
査
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
当

日
何
も
食
べ
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

健診の種類 内� n合... 料金

基本健康診査

心電図， 血圧測定

血液検査， 尿検査

眼底検査など

無料

胃 検 圭ロJ八' 
胃透視� 

(バリウムによる)
800円

結 核 検 診

肺がん検診

レントゲ ン� 

レントゲンと略疾検査� 

100円

600円

なお，大腸がん検診� ( 2日間便の潜血反 ・料金無料
応、をみる)は勝浦病院へ委託して実施し 問い合わせ及び申し込み先
ます。料金は1，000円です。総合健診申し

勝浦町役場保健婦 宮08854-2-2511
込み時文は役場環境衛生謀へお申し込み

小松島保健所保健婦 宮08853-2-2135
くださ� p。容器をお渡しします。
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す
め
ま
し
ょ
う
。

育
児
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
役

場
保
健
婦
へ

。
(
宮
二 

発
育
、
発
達
に
合
っ
た
育
児
を
す

子
ど
も
の
成
長
、

発
達
。
ホ
イ
シ
ト

保健喝
?さ.ぷ主〉 

+二
五

一

) 

f¥ 
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精神障害者保健福祉手帳

制度のご案内� 

手帳の対象者

精神疾患を有する方のうち，精神障害のため長期

にわたり日常生活または社会生活への制約があ る方

を対象と しています。� 

2障害等級

症状の状態によって， 1級から� 3級ま での障害等

級が認定されます。� 

3 申請及び交付

lnUlllll l1UmUl lIJ・1U� 1IIIIIIIII lI川11111111111111111111111111111111"111“11111111111111111111111111111111111111111111111111111“UllHlllll¥lIlllllUlltuUI“"い� “1111111111UIIUlI!l1I1I1111!!II 1111111111111111111111111 IIIIII Hllllllt刷� ItlllllnUlIIIIUIIIU I!IUtIII IlIII IlHI IlIII U!ll lIll lIltllltlUIIUIUIIIUlmt1IIIIIIIIIIIIItlIII ¥I11111111111111111111111111111

この制度は，精神障害者の方か‘，精神障害者保健福

祉手帳を取得することにより，各種優遇措置の適用を受

けられやすくなるとともに，精神障害者の自立と社会

参加の促進を図ることを目的としたものです。

イ申請書に，障害年金の受給証書の写し を添付し て


申請してください。

f¥ 

回

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
と
喜
び
の

中
に
も
育
児
に
つ
い
て
、
心
配
や
不

安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
は
、
生
後

一
1
二
か
月
と

一一一
 

1
四
か
月
児
の
運
動
面
、
栄
養
面
、

精
神
面
等
に

つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト
を

あ
げ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
(
た
だ
し
、
個
人
差
が
あ
り

ま
す 
)

運動発達 目・耳・手・心の発達 離乳食 その他の成長 おもちゃあそ び

腹ぱいにすると， 声かけや音ん反応 乳を飲むとき以外 。外の世界との静かなふれ合いの

2 
カ‘
月

頭を持ち上げ‘る。

a心
(泣きだす，また

は泣きやむ)

動くものを 目で追� 

つ。

はほとんど眠って

いる。(睡眠時聞は� 

1 日 16~17時間)

時期� 

O目でものを追ったり，音の方を� 

向くようになります。色彩豊か

なもの，きれいな音の出るもの

を(ガラガラ，オルゴールメリ

3 

4 
か

月� 

首がすわる。

腹ぱいにすると，

頭と肩を持ち上げ

ぶ

自分の手を見つめ 果汁 ・野菜スープ

る。 などで，離乳の準
日る南ん語と を話し始める。備をする。

あやすと笑う。� 

指しゃぶ りをする。� 

乳を飲んだ後， 目 一，モ ビール)� 

をさましてし、る時 。おしゃぶりは安全なもの，洗え

15

聞が少し長くなる。 るもの� 

(睡眠時聞は� 1日 。話しかけをしましょう。「アーアー，

時間くらし、) オックン」などと答えてくれます。

副 札

(1)申請者…申請者は，本人です。ただし，家族や医

療機関の職員の方が申請書の提出や手帳の受け取り

の手続きを代行す ることはできます。また.� 15歳未

満の児童については，あわせて保護者名を記入して

申請してください。� 

(2)申請場所…小松島保健所� 

この場合，診断書は必要ありません。


なお，直近の年金支払通知書の写しをあわせて添 


イすし てくださ い。
 

(5)手l憾の受け取り・・・手帳の受け取りは， 申請をした
 

保健所で行います。
 

4 交付の決定 


徳島県が申請書類を審査し，適当と認めたときは，


手帳を交付します。


また，不適当と判断したときは，通知書を発行します。
 

5優遇措置 


所得税，住民税等各種税金が控除又は免除されま す。


また，次の県立施設においては，使用料が手帳所持


(3)申請書類…申請書(保健所，精神病院にあります。) 者本人及び介護者� 1名について半額免除になります。

診断書(保健所，精神病院にあります。) ※近代美術館，博物館，産業観光交流セ ンター(とくしま体験

文は障害年金の受給証書の写し� 館).大鳴門橋架橋記念館，佐那河内いきものふれあいの里

(4)申請方法…次の二つの申請方法があります。 6 手帳の有効期限

、。ア申請書に，診断書を添付して申請し てくださ� L

この場合，診断書は，精神保健指定医，その他精

徳島県で交付した日から� 2年間です。

7 その他

神障害者の診断又は治療に従事す る医師によるもの 手帳には氏名，住所，生年月日，性別，障害等級，

で，初診日か ら6か月 以上経過した時点のものが必 手帳の有効期限等が記載されます。

要です。� ※お問い合わせは， 小松島保健所 宮� (08853) 2-2135 
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限度額63，000円が63，600円に� 

6月診療分から改正されました。

病気やけがでお医者さんにかかり，同じ人が同じ月
(例)1か月の総医療費が40万円かかったとき

/この分が国保から支給される

内に� 6万3，600円以上(住民税非課税世帯は 3万5，400 何万6.4閃円ハ� 

た分は国保が負担するので，あとから支給されます。
(3割を自己負担(� 7割が国保負担� 

円以上)の自己負担金を支払った場合，それを超え

総医療費40万円(1か月� )

ひとつの世帯で，同じ月内に医療費の自己負担額が� 

3万円以上(住民税非課税世帯は� 2万1，000円以上)

というときが� 2回以上あった場合，それらの額を合

計して，� 6万3，600円 (住民税非課税世帯は 3万5，400

円)を超えた分が，あとで支給されます。

この部分があとで

支給される
ーーーーーーーー、� 

3万円以上� 

6万3.600円� 

¥../ 

一一一一一一一一ー一町届1=-一一一一一一一ー

[lfi= 


過去12か月以内に，同じ世帯で� 3回以上の高額療養

費の支給を受けた場合，� 4回目以降は，� 1か月� 3万� 

7，200円(住民税非課税世帯は� 2万4，600円)を超え

た分が支給されます。� 

63.600 

37.200 

、� o 7 
世帯単位の年月月月

負担額(円)� A 
11 
月

.自己負担額の計算は… -高額診療費の支給例
① 日

月
て

=
匝
際
空
一
 

1
暦

い

ー
ー
ー
ー

の
�
 '
つ

月
で
に

日
受

末
の

。

1
刊
羽
却

ら
と
算

=
用
自
-

か
ご
計
�
 一五菊一一

A

ま
診

②違う病院 ・診療所は， 支払った額の中に差額ベッド料など保険診療外の費用が
それぞれ別計算。� 

入っている場合，

その部分は除かれ，

保険診療分が6万� 

3，600円を超える額


が支給されます。 る� (6万3.600円()
③総合病院の各診療科 ④同じ病院 ・診療所で，
は，それぞれ別計算。 内科などのほかに歯
ただし入院患者が他 科がある場合，歯科
の科で受けたときは は別計算叫

)。合算(歯科は別

⑤同じ病院 ・診療所で
も，通院と入院は別

計算 戚

⑤差額ベッド料や基準

看護の病院に入院し
たときの付き添い看
護料など.保険診療
の対象とならないも
のは除く 。

以上該当される方は司保険証，領収書司印鑑司

またー振込先の金融機関名と口座番号がわかる

ものを持参のうえ司役場税務保険課まで申請し

てくださし ¥ 0

回

MUS04
テキストボックス
国保と医療費　高額療養費

MUS04
スタンプ



あなたは，

もうお済みですか?

第 3号被保険者特例届の手続き 

f¥厚生年金保険や共済組合に加入している方に扶養されている配

偶者は，国民年金の第 3号被保険者となります。

第 3号被保険者の万は11'第 3号被保険者該当届』を提出するこ

とによって国民年金の保険料を，制度全体で負担してくれます。

この届出が 2年以上遅れてしまったり，届出を忘れてしまった

場合は，国民年金の保険料未納期間として取り扱われ，将来受取

る年金が低額となったり，時には年金を受けるのに必要な期間を

満たせない場合もあります。

このようにIi"第 3号被保険者該当届』の提出が遅れたり，忘れ

たために昭和61年 4月以降で保険料未納となっている期間につい

ヘて『第 3号被保険者特例届出』を行えば，特例的に保険料納付の

扱いとなります。

平成 7年 4月 1日この『第 3号被保険者特例届出』の期間は，

早めに届出をしから平成 9年 3月31日までとなっていますので，

ましょう。

O

か
ら

平
成
八
年
十
二
月
十
日

ω

無
料

平
成
八
年
度

徳
島
県

消
費
者
大
学
校

学
生
募
集

消
費
者
問
題
に
関
し
、
消
費
者
自

身
の
問
題
対
処
能
力
の
開
発
を
援
助

し
、
地
域
消
費
者
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

を
目
的
と
し
て
、
県
で
は
消
費
者
大

学
校
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

1
応
募
資
格

満
一
八
歳
以
上
の
男
女
で
、
卒
業

後
は
地
域
の
消
費
者
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
意
志
が
あ
る
方

2
募
集
人
員

五 

名 

3
受
講
期
間

平
成
八
年
九
月
十
七
日

ω

4
授

業

料


5
募
集
期
間


平
成
八
年
七
月
二
九
日
聞
か
ら


平
成
八
年
八
月
二
六
日
間


6
申
込
方
法


募
集
期
間
内
に
、
入
学
願
書
を


徳
島
県
消
費
者
協
会
に
郵
送
し
て


く
だ
さ
い
。


入
学
願
書
は
、
勝
浦
町
役
場
住

民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

回
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第2固

ほのiぎの
~レンジセミナー

開催

O
O

)

O
O

l

Lノ

女開設期間 *講 師 カテd イヒー ・カレン ・アンさん� 

平成� 8年� 9月中旬から約� 1年間(毎週水曜日� l回) 女申 込 8月16日までに「はがき」にて

・初級コース 初心者 ・今まで英会話教室に参加 し

たことのない方 表 裏� 

午後 7時30分から� 8時30分まで 771-43 

・中級コース 午後 8時45分から 9時45分まで

女場 所 勝浦町住民福祉センター

女募集人員 初級コース� 25名

中級コース� 25名

勝
浦
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
オ
レ
ン
ジ

荘
が
、
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
家
族
介
護
者
教
室
「
第
二
回
ほ
の
ぼ
の

オ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

人
の
方
々
の
参
加
が

町
内
外
か
ら
約
三 

な
が
ら
住
み
慣
れ
た
こ
の
町
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
オ
レ
ン
ジ
荘
」

Let's talk in English 国際化時代に対応する人づくりを目指し，社会総合大学の一

環として 「英会話教室」 を開設しています。

英会話教室の受講生募集 講師はカレンさんが夜間に英会話の指導にあた ってくれます。

受講を希望される方は，次により申し込みをしてください。

何
か
希
望
す
る
テ 
l
マ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

英
会
話
教
室
申
込

希
望
す
る
コ

住
所

氏
名

年
齢

電
話
番
号

勝
浦
町
久
国

勝
浦
町
役
場
内

教
育
委
員
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
(
宮
二 
l
三
七 

あ
り
、
た
い
へ
ん
盛
況
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

赤
岩
医
院
白
河
裕
志
院
長
が
「
ボ
ケ
の
予
防
」

と
題
し
て
、
老
人
性
痴
ほ
う
の
特
徴
を
い
ろ
い
ろ

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
な
が
ら
分
か
り
ゃ
す

く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
予
防
に
つ

い
て
は
趣
味
を
持
ち
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
い
く
こ
と
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
こ
と
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

l

続
い
て
ホ 

ム
ヘ
ル
パ 

他
に
よ
る
介
護
劇

「
家
に
お
ら
ん
で
パ
ー
ト 
2
」
が
あ
り
痴
ほ
う
の
症

状
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
ゴ
ミ

カ
ル
で
あ
り
な
が
ら
分
か
り
ゃ
す
く
表
現
し
参
加

者
か
ら
笑
い
と
拍
手
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
ほ
の
ぼ
の
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
、

も
し
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
に
な

っ
て
も
、
病
気
の

特
徴
を
知
り
、
上
手
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し 

回

各コースとも定員に達し次第締め切ります。

女対象者

町内に在住または勤務する� 15歳以上の方で， 年聞

を通じて受講できる方(小・中・高・大学生は受講できません)

l
ス

MUS04
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第2回　ほのぼのオレンジセミナー開催
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|日
 軍
 用 ，ん 銃
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ハ 虹← よ� J 

λ五i与白4

::11~ 

f¥

t 
発見した場合は，すぐに警察へ届け出てください。

回収
 ご協力を
旧軍人が使用していたけん銃は，

ヘ提出すると

-自主的に型車察

終戦と同時に大半が回収されました
刑が減刑免除 が，毎年，全国で多数の軍用けん銃� 
されます。 点わ が土蔵等から発見され，警察へ届け

「
行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
」


開

設


平
成
七
年
末
現
在
の
身
元
不
明
死
体
は
、
全
国
で

約

一
万
二
千
人
、
ま
た
家
出
人
の
届
出
は
、
全
国
で

約
四
万
五
千
人
と
な

っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
身
元
不
明

死
体
の
身
元
確
認
と
家
出
人
の
発
見
、
保
護
を
図
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
相
談
所
が
開
設
さ

れ
ま
す
。

転方務理詰 られております。O.t曾♀/ヌ
RGi;主総ぷ話錦� 

日J..l� 1 '; ':"/ ' て 't~:~均述式事庇場〆 にわたって犯罪に利用されたり，子
<<語"宗言語長rJ語造主Ii

¥0
/ そのままにしておくと，暴力団の手

供がもてあそんで暴発したりの，大

きな事故につながり大変危険です。� 

その他 女けん銃を持っている人を知っている。

女けん銃を持っているという話を聞いた。

女けん統を持っているが処分に困っている。

などのような場合には，警察の相談専用電話である� 

|けん銃110番� 0888-53-4444
か，最寄りの警察署・交番・駐在所までご相談ください。

-
日
時

八
月
一
日
側

八
月
二
日
働

四
時
ま
で
。

八
月
六
日
例
川
島
警
察
署

八
月
七
日
制
鳴
門
警
察
署

八
月
八
日
附
阿
南
警
察
署

八
月
九
日
働
池
田
警
察
署

時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

ク

f¥ 

れていました。

宇
品 すようにお願いします。

回

徳
島
東
警
察
署

けん銃のない明るい社会を作るために

皆さんのご協力をお願いします。� 

⑮⑧⑧@⑧ 


勝浦川あゆまつ 

第12回勝浦川あゆまつりに近畿かつうらふる

さと会の会員や家族の方54人が，参加されまし

た。

天候にもめぐまれた会場では，童心にかえっ

て「あゅのつかみどり」に興じ，あゆぞうすい

に舌鼓を打ち，� }II口町長をはじめとする町民や

会員同士で和気あいあいのうちに一日を過ごさ 近畿かつうらふるさと会の皆さま，これから

も，勝浦町のイベン卜に多数ご参加くださいま

ふるさと勝浦の夏を満喫し，英気を養い，

Oすますご活躍されることでしょう� 平成� 8年7月31日現在 会員数 212人

MUS04
テキストボックス
駐在所だより　旧軍用けん銃回収にご協力を

MUS04
テキストボックス
都市交流事業　勝浦川あゆまつりに参加
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大
字
三
渓

馬， 夏 捷� 

6
月
四
日

1
7
月
日
日 

(敬
称
略 
)

ご
結
婚
お
め
で
と
う 

¥
兵
庫
県

楠

本

竜

二

/大
字
三
塗
子
市
ノ
江

阿

部

み
ゆ
き

¥大
字
三
窪
子
樫

測

鶴

居

義

道

/
徳
島
市

長

谷

川 

紀
代
美

¥
大
字
中
角
字
前

山

大

上

哲

司

/
小
松
島
市

武

市

理
恵
子 

第5回喜楽苑夏祭りが次の日程で開

催されます。

当日は，金魚すくい，カラオケ大会，

子供太鼓，ジャズバンド演奏，阿波踊り，

花火等催しも多彩です。

皆様，お誘い合わせのうえご参加く

ださい。� 

18時開演

一雨天の場合は翌日に延期一� 

大
字
生
名
字
中
道
田
中
ヨ

シ
ヱ
(
引

歳
)

大
字
沼
江
字
山

田

河

野
ミ

ハ
ル 
(
沌

歳
)

大
字
棚
野
{子
大
谷

堺

ナ

ツ
(
制

歳
)

大
字
沼
江
字
高
開

井

出

ス

ミ
(
別

歳 
)

大
字
沼

江

字

神

谷

宮

本

ト

シ
(
剖
歳 
)

大
字
坂
本
福
良

字
久
良
回

字
溝
内

理
保
子
¥

悠

大
字
沼
江

新

居

智
史

/

二
男

字
寺
ノ
岡

直

子
¥

一

大
字
三
渓

池

田

年

男

/

長

女

{子
西
谷

加

寿

江

¥

裕

泉
子

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

山
下
浩
司
/
長
女

謙
司
/
長
男

照

美

¥

鳳

善

意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

6
月
日
日

1
7
月
日
日

福

良

充

生
さ
ん 

(坂
本
)


谷
口
ソ
ヨ
子
さ
ん

(
黒
岩
)


中
田

憲
孝
さ
ん

(
横
瀬
)


田

中

正

夫
さ
ん 

(生
名
)


井

出

彰

一
さ
ん
(
今
山
)


匿

名 

(横
瀬
)


匿

名


以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戦
没
さ
れ
た
人
た
ち
に

黙
と
う
を

八
月
十
五
日
は
戦
没
者
を
追
悼
し

平
和
を
祈
る
日
で
す
。

職
場
や
ご
家
庭
で
正
午
か
ら
一

分

間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

くよ二

困

i-受…りま

夜間救急当番表� 勝浦会館 8月行事

8月� 2日

8月④日

8月� 6日

8月� 8日

8月10日

8月12日

8月14日

8月16日

8月⑬日

8月20日

8月22日

8月24日

赤岩医院�  

勝 浦病院�  

七勝診療所� 

勝 浦病院�  

上勝第2診療所� 

勝 浦病院�  

山西医 院�  

勝 浦病院�  

湯 浅医 院� 

勝浦病 院� 

赤岩 医院 �  

勝浦 病 院� 

2-2006 

2-2555 

6-0302 

2-2555 

5 -0 1 5 2 

2 -255 5 

2-3027 

2 -255 5 

2-2003 

2 -255 5 

2-2006 

2-2555 

上勝診療所� 8月26日 6-0302 

勝浦 病 院 �  2 -255 5 8月28日

8月30日 上勝第� 2診療所� 5-0152 山お気軽にお叶
平 日 午後� 6時から翌朝� 9時まで 合わせください。� 
休日 午後� 7時から翌朝� 9時ま で

⑧⑨ 
心配ごと相談
-日時 8月2日(金)� 

8月9日(金)� 

8月16日(創� 

8月23日(創� 

8月30日(創
-時間

午前10時~午後� 3時

・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センター� 2階� 

教室名 実 方包 日 時 間� 

1 8 22 29 
陶 一z令~ 午後� 7:30~ 

木 木 木 木� 

9 23 
着付け 午後� 8:OO~ 

金 金� 

8 22 29 
手� zー+z44・ 午後� 7:OO~ 

木 木 木� 

7 21 28 
踊 り 午後� 8:OO~ 

7J'( 7.1< 7.1< 

12 20 
生け花 午後� 8:OO~ 

月 火� 

2 9 23 30 
習� F子」ー. 午後� 7: OO~ 

金 金 金 金� 

l 8 31 木H曜日 l正午後� 11侍

大正琴 土 UI~ 臼は

木 木 土 午後� 6時30分から� 
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